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▲「こけしの原木が欲しい人は手を挙げて！」、「はーい！」

▲たくさんのかわいらしい木地びなに興味津々の子どもたち

3月号の主な内容
平成18年度市民満足度調査結果
小原上戸沢地区産廃訴訟勝訴
ペットボトルプレスで省資源・省コスト！
この春オープン・薬師の湯ひまわりセンター
今年は統一地方選挙実施年
後期高齢者医療制度が始まります
やる気応援隊は皆様のやる気を応援します！
まちかどズームイン
風間市長コラム｢風のささやき｣
市民文芸・市内イベント情報
マイサークル・国際コーナー
くらし百科
３月のごみ収集日
市内施設のイベント情報
しろいし・フレッシュマーケットだよりほか
社会教育通信
各種募集
子育て情報
健康のひろば
第26回公民館まつり
お知らせほか

̶̶̶❷
̶̶̶̶❹

̶❺
̶❻

̶̶̶̶̶❼
̶̶❽
̶❾

̶̶̶̶̶̶̶̶10
̶̶̶11

̶̶̶̶12
̶̶̶̶13

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶14
̶̶̶̶̶̶̶̶̶17

̶̶̶̶̶̶18
̶21

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶22
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶23
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶24
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶25

̶̶̶̶̶̶̶̶28
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶30

❶❷❸❹❺❻❼❽❾
10111213141516171819
20212223242526272829
30313233343536373839

❶❷❸❹❺❻❼❽❾

10111213141516171819
20212223242526272829
30313233343536373839

　１月27日から３月４日まで開催の弥治郎こけし村「雛の宴展」。
地元弥治郎系をはじめ鳴子系や遠刈田系など、全国のこけし工人
が制作したかわいらしい木地びなが多数展示・即売されています。
　２月８日には、福岡小学校の３年生40名が校外学習のためこ
けし村を訪問。ぬくもりのある木地びなに接しながら、郷土の伝
統産業に対する理解を深めていました。

ほほ笑みを浮かべるかわいらしい木地びなの数々
～弥治郎こけし村・雛
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▲絵付け作業中のこけし工人、新山真由美さんとも楽しく会話

▲こけし工人・新山吉紀さんの説明に聞き入る子どもたち

古紙パルプ配合率100%の再生紙と、植物性大豆油インキを使用し、
環境にやさしい水なし印刷方式を採用しています。

市の木「ブナ」 市の花「ヤマブキ」 市の鳥「ウグイス」

国民健康保険税（９期）  の納期です３月は

麦允さん、めぐみさ
んご夫妻の長男（斎

川）

パパからひとこと
心のひろい子になってね！

ママからひとこと
いつまでもわが家の
元気印でいてね！

H19.3

大平　央人くん
なが  と

※わが家のアイドルを募集中！
　詳しくは総務課広報広聴係
　（022-1331）へ
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「夜間収納総合窓口」開設のお知らせ（市で取り扱うすべての税金・料金の納入）
　仕事などでお忙しい方、ぜひご利用ください。
●日時　３月28日（水）・３月29日（木）　17:30～19:30（市税は、17:30～20:00）
●場所　市庁舎１階　収納管理室ほか

川島　賢人さん
（斎川小・２年） 

とったぞ！ ザリガニ

●ＤＶ・セクハラ相談
毎週月･水･金　9:00～16:30
男女共同参画相談支援センター（ふれあいプラザ内）
※電話相談も実施しています。　☎22-6035

●家庭児童相談
毎週月～金　8:30～16:00
総合福祉センター　☎22-1400

●青少年相談
毎週月･火･木･金　8:30～16:30
市庁舎４階　青少年相談センター　☎22-1342（内線445）

●消費生活相談
毎週月･水･金　9:00～16:00
消費生活相談室（いきいきプラザ内）　☎22-0783

●いじめ相談（アイライン）
E-mail　i-line@city.shiroishi.miyagi.jp　【24時間受け付け】
※電話相談も実施しています。（毎週月～金　8:30～16:30）
いじめ問題等対策室（白石市教育委員会内）　☎22-1350

「しろいし安心メール」の登録方法
「shiro-i@posh.jp」あてに空メールを送信して、案内に従ってご登録ください。
二次元バーコード対応携帯電話をお持ちの方は、下のバーコードをご利用ください。

43年の永きにわたり、
市民の健康な食生活実現に尽力
ヘルスメイト白石・大森　りつさん
　私たちの健康の源、「食」。
厚生労働省所管の(財)日本食
生活協会では、全国22万人
の食生活改善推進員（愛称：ヘ
ルスメイト）の活動を通して、

正しい食生活の実現のため、さまざまな取り組みを行っています。
　市内在住のヘルスメイト、大森りつさんは43年の永きにわたり、私たち
の食生活改善や伝統食の普及活動のため尽力されました。その功績が高
く評価され、昨年10月には厚生労働大臣表彰を受賞されています。多年
にわたり、私たちの「食」と向き合ってきた大森さんにお話を伺いました。
●受賞おめでとうございます。今のお気持ちをお聞かせください。
　ありがとうございます。地域の皆さんや家族の健康のため、ヘルスメイ
トとして長く「食」に関する仕事に携われたことは幸せなことだと思います
し、これまでの活動を評価していただいたことにとても感謝しています。今
後もこの賞を励みにして頑張っていきたいと思います。
●ヘルスメイトに入られたきっかけは？

　子どもが小学生だったころ、ＰＴＡの母親
学級で料理講習会などがあり、家族が健康
で過ごす基本はやはり「食」であろうと思っ
たことがきっかけになりました。当時は子
どもの栄養失調問題なども深刻で、白石に
もキッチンカー（栄養指導車）が巡回に来
ていました。飽食の現代では考えられない
ことですが、時代が変わっても、人間にとっ
て食べることの重要性が変わることはあり

ません。この43年間、とても有意義で貴重な経験をさせていただいたと
思います。
●ヘルスメイトとしてさまざまな経験をされたと思いますが？
　武家屋敷の催事や各地区での健康料理講習会など、市内での各種活動
のほか、仙南地区の会長や県の理事としても活動しました。おかげでたく
さんの人と知り合うことができ、各地区の料理法などに接する機会にも恵
まれました。苦労話もたくさんありますが、会員の皆さんの力で各事業を
成功させることができました。この場をお借りして、これまで私を支えてい
ただきました皆さんに感謝の気持ちを伝えたいと思います。
●市民の皆さんへのメッセージをどうぞ！
　昨年７月に食育基本法が施行され、栄養バ
ランスの取れた食生活の実現や食の安全性確
保など、「食育」を通じた健康づくりへの取り組
みが全国的に本格化しています。また、小中学
校などでも「早寝・早起き・朝ご飯」をキャッチフ
レーズに、基本的な生活習慣を見直す動きが
活発になるなど、今後「食」への関心はますま
す高まっていくでしょう。これからもより一層、
皆さんと共に頑張っていきたいと思いますの
で、温かく見守っていただければと思います。
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▲

▲厚生労働大臣からの表彰状
を手に。 

▲厚生労働大臣表彰後の11月27
日には風間市長からもお祝いの言
葉が贈られました。

▲武家屋敷催事「端午の節句」でささ巻き作りを指導する大森さん
（左から２人目）


